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年記念祝賀会自治制施行lrOO
創立50年記念今金町体育協会

会
一
町
長
ぞ
れ
げ
で
応
「
引
い

自
治
制
施
行
1
0
0年
記
念
祝

賀
会
と
今
金
町
体
育
協
会
創
立
印

年
記
念
を
あ
わ
せ
て
第
必
回
町
民

体
育
祭
が
7
月
初
日
、
今
金
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
町

民
を
挙
げ
て
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。昭

和

n年
に
設
立
さ
れ
た
体
育

協
会
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
や
支
援
を
行
い
、
町
民
の
体

力
e

つ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
体

育
の
振
興
を
図
り
半
世
紀
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
制
施
行
1

0
0
年
記
念
の
祝
賀
会
を
兼
ね
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
体
育
祭
は
、
白
岩
利
勝
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
体
育
振
興

の
功
労
者
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈

呈
や
町
内
会
自
治
会
幻
チ
ー
ム
と

札
幌
今
金
会
が
参
加
し
玉
入
れ
や

特
別
リ
レ

l
、
男
女
別
の
年
齢
別

リ
レ
ー
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
熱

戦
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
祝
賀
会
が
は
じ

ま
り
村
本
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
町
内
会
自
治
会
で
用
意
し
た

昼
食
で
多
少
の
お
酒
も
は
い
り
、• • 

会
場
内
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た。
ま
た
、
札
幌
今
金
会
井
口
健
会

長
よ
り

1
0
0
年
の
記
念
に
梅
の

木
1
0
0
本
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
金

小
学
校
の
カ
ラ
ガ
ー
ド
隊
の
行

進、

1
0
0
年
記
念
協
賛
事
業
で

も
あ
る
袷
山
管
内
第
2
回
よ
さ
こr • ti 

一守

い
ソ
1
ラ
ン
槍
山
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
大
会
は
、
第
1
部
は

今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
2

部
は
今
金
小
学
校
か
ら
役
場
ま
で

の
町
内
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
全

道
大
会
で
優
勝
し
た
ア
・
ラ
コ
レ

ッ
テ
四
プ
ラ
を
は
じ
め
、
函
館

市
、
七
飯
町
、
積
丹
町
、
槍
山
管

内
か
ら
日
チ
l
ム
が
参
加
し
、
沿

道
に
詰
め
掛
け
た
観
衆
に
華
麗
な

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

• 

(2) 
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丘

町

田

町

南

町

村
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町

地

町

シ

町

河

進

吉

会

台

出

回

ケ

金

a

美

和

広

和

栄

幡

和

ン

利

の

工

マ

包

八
神
南
豊
高
大
末
農
金
種
御
寒
大
中
栄
南
花
本
一
緑
曙
日
八
昭
商
東
ト
旭
美
日
住
札
光

mw 
百九が

勝
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

よ
L
優

2
3
4
5
6
7
8
8
8
H
H
ロ
日
刊
日
目
円
日
刊

m
m
u
n
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お
お
幻
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引
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招
待
チ
ー
ム
名

槍第• • 一
-
副

t
p

一
圃

サ

一
回

、

/

E

圃
た
コ

一圃
し
の

』圃

チ
ん

・
・
ツ

支」

-圃

マ
子

一固

に
純

』・

場
橋

一-圃
会
大

ピ
リ
カ
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
今
金
町
長
村
本
光

夫
実
行
委
員
長
)
が
主
催
で

7
月
幻
目
、
ピ
リ
カ
ダ
ム

下
の
会
場
で
大
勢
の
人
が
訪
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
委
員
会
は
、
建
設
省
、
林
野
庁
、
後
志
利

別
川
流
域
の
瀬
棚
町
、
北
槍
山
町
、
今
金
町
の
合
同
の

第
3
回
北
海
道
森
と
湖
に
親
し
む
集
い
、
後
志
利
別
川

清
流
保
護
の
会
主
催
の
後
志
利
別
川
清
流
ま
つ
り
、
ク

ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
主
催
の
第
2
回
美
利
河
温
泉
ま
つ
り
、

今
金
町
1
0
0
年
記
念
事
業
が

一
体
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

会
場
は
、
お
化
け
屋
敷
、
ミ
ニ
四
駆
レ
ー
ス
、
ス
キ

ッ
ド
カ

l
レ
l
シ
ン
グ
、
ダ
ム
見
学
、
木
工
の
手
作
り

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ヤ
マ
ベ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
、
ま
た
、 2

回
Y
O
S
A
K
O
l
ソ
l
ラ
ン

山
大
会
の
参
加
チ
l
ム
名

-
天
の
川
(
上
ノ
国
町
)

.
け
っ
ぱ
れ
あ
っ
さ
ぶ

(
厚
沢
部
町
)

・
江
差
追
分
か
も
め
会
(
江
差
町
)

キ
ラ
め
く
ぞ
熊
石
(
熊
石
川
)

・
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
奥
尻
人
(
奥
尻
町
)

・
瀬
棚
気
合
一
本
(
瀬
棚
町
)

乙
部
館
の
岬
(
乙
部
町
)

・
よ
さ
こ
い
倶
楽
部
(
今
金
町
)

-
ア

・
ラ
コ
レ
ッ
テ
四
プ
ラ
(
札
幌
市
)

・
あ
か
ま
っ
華
舞
樹
(
七
飯
町
)

踊
魂
い
さ
り
火
(
函
館
市
)

・
ヤ

l
レ
ン
ソ

l
ラ
ン
積
丹
町
(
積
丹
町
)

よ
さ
こ
い

S
A
l
K
O
I
も
り

(
森
町
)

ヤマベのつかみ取り

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
狩
場
太

鼓
、
メ
ガ
レ
ン
ジ
ャ

l
シ
ョ
!
と

歌
手
大
橋
純
子
さ
ん
の
レ
イ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
人

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
、
霧
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約

3
千
5
0
0
人
が
訪
れ
、

数
多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
目
、
ピ
リ
カ
ボ

l
卜
場
が

オ
ー
プ
ン
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

の
愛
好
家
ら
が
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

M
U
M
γ
M
U

ポ
風
車
率

今
金
町
観
光
協
会
(
水
野
進
会

長
)
で
は

7
月
凶
目
、
デ

・
モ
l

レ
ン
広
場
で
今
金
町
産
業
ま
つ
り

ジ
ャ
ン
ボ
風
車
よ
っ
て
こ
い
祭
り

を
感
大
に
行
い
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
本
問
の
黒
毛
和
牛

と
新
鮮
野
菜
な
ど
を
ジ
ャ
ン
ボ
コ

ン
ロ
で
焼
い
た
り
、
ま
た
、
段
協

青
年
部
に
よ
る
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
、
今
金
産
の
野
菜
、
牛

乳
な
ど
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

牧
草
ロ

l
ル
こ
ろ
が
し
の
競
技
が

行
わ
れ
、
山
朋
れ
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
と

迫
力
あ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

• -ー

っ
て
之

ω祭
り

l
牢
闘
な
ど
に
舎
鼓
l

(4) 

れ
、
神
丘
繁
明
太
鼓
、
よ
さ
こ
い

お
ど
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、

1
0
0
年
記
念
事
業

と
し
て
、
札
幌
今
金
会
の
ふ
る
さ

と
訪
問
ツ
ア

I
一
行

η
人
が
来
町

し
、
町
内
の
観
光
地
な
ど
を
視
察

後
、
会
場
に
訪
れ
突
然
出
会
っ
た

人
と
久
し
ぶ
り
の
会
話
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

ポ
リ
シ
ヨ
イ
サ
ー
カ
ス

華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露

ポ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
公
演
実

行
委
員
会
が
主
催
で

8
月

η
目、

総
合
体
育
館
で
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
事
業
は
、
今
金
町
1
0
0

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、

共
催
の
A
コ
l
プ
今
金
庖
と
今
金

町
商
工
会
が
前
売
り
券
の
発
売
を

し
、
町
内
の
小
中
学
生
や
光
の
里

学
園
生
、
高
等
養
護
学
校
生
が
招

待
さ
れ
、

2
回
の
公
演
で
町
内
外

か
ら
約
3
0
0
0
人
が
華
麗
な
ス

テ
l
ジ
を
観
覧
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
口

l
プ
や
鉄

製
の
輸
を
使
っ
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト

や
熊
の
曲
芸
、
キ
オ
の
大
魔
法
団

な
ど
や
、
シ
ョ

l
の
合
間
に
は
コ

ン
ト
が
行
わ
れ
観
客
が
出
演
し
、

会
場
を
沸
か
せ
見
物
人
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
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大雨で各地区で大きな被害
申申告昌邑=-~多国号~~ヘ

一第3田中学生派遣事業一

台
風
日
号
か
ら
変
わ
っ
た
混
帯
低

気
圧
の
影
響
で
-
8
月
9
日
か
ら
ゆ
日

ま
で
、
降
り
続
い
た
雨
が
道
南
地
方

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た。
本
町
で
は
、
河
川
の
氾
灘
、
道
路

の

一
部
決
壊
、
農
作
物
の
冠
水
、
家

屋
の
床
下
浸
水
な
ど
多
く
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
所
管
被
害
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

(
8
月
初
日
現
在
)

。
建
設
課

O
道

路

被

害

飢
件

。
河
川
被
害

日
件

O
そ
の
他
被
害

8
件

。
耕
地
課

O
農
道
、
水
路
被
害
な
ど

。
農
林
課

O
水
稲

被

害

付

件

。
畑
被
害

1
1
6
件

O
林
道
被
害
な
ど

O
そ
の
他

O
施
設
被
害
な
ど

5
件

な
お
、
こ
の
度
の
大
雨
で
町
道

の
路
一一
周
な
ど
が
弱
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
通
行
に
は
ご
注
意
願
い

ま
す
。
ま
た
、
町
維
持
係
で
は
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
現
場
の
把

握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

35 
件

※
建
設
課
維
持
係8

2
l
o
l
-
-

54 
件企早出しイモが水に I

， 

• • 

平
成

9
年
度
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
、
第
3
図
の
派
遣
事
業
が

7
月
お
日
1
8
月
5
日

(現
地
滞
在
9
日
)
ま
で
行
わ
れ
、

中
学
3
年
生
川
名
と
引
率
者
2
名
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ク
ラ
イ
ス
卜
チ
ャ
ー
チ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
で
は
.
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
、

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
で
の
授
業
、
地
元
生
徒
宅
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
な
ど
国
際
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
他
国
の
文
化
や
習
仰
な
ど
を
学
び
、
そ

こ
に
生
活
す
る
人
々
と
の
交
流
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
を
見

つ
め
る
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

9
月
号
で
は
、
引
率
者
の
背
年
会
議
会
長
の
内
藤
弘
充

さ
ん
よ
り
訪
問
し
た
感
想
を
載
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

吋 3

砂
金
原
地
区
土
砂
崩
れ

4
田
代
川
増
水
土
の
う
積
み
の
様
子

企豊田地区利別川増水のため

!‘ • 
確か昭耳目31年から関目白され芝

調査じゃっ芝のう

平成9年10月 1日

『
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
第
3
回
中
学
生
派
遣
事
業
』
を
終
え
て

内

弘

今
金
町
膏
年
会
議
会
長

8
月
5
目
、
私
達
ロ
名
は
事
故

な
く
研
修
を
終
え
元
気
に
帰
国
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
を
こ
こ

に
報
告
し
、
御
協
力
頂
い
た
各
団

体

・
関
係
諸
氏
の
皆
さ
ん
に
ま
ず

最
初
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
も
前
年
度
ま
で
と

同
様
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
中
心
に
様

々
な
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た。

バ
l
ン
サ
イ
ド

・
ハ
イ
の
先
生

達
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
そ
し

て
生
徒
達
は
自
分
が
以
前
感
じ
た

と
き
と
同
じ
く
優
し
く
て
、
陽
気

で
、
大
人
も
無
邪
気
で
と
て
も
楽

し
く
数
日
間
を
過
ζ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い

た
生
徒
達
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

本
来
の
自
分
を
取
戻
し
、
午
後
に

は
も
う
数
年
来
の
友
人
の
よ
う
に

会
話
す
る
姿
に
は
言
葉
の
壁
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
英
会

話
」
が
彼
ら
に
と
っ
て

一
番
の
不

安
で
あ
っ
た
筈
な
の
に
、
そ
れ
す

ら
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
雰
閤
気

を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

藤

う
。
も
ち
ろ
ん

1
0
0
%
の
意
志

の
疎
通
は
有
り
得
ま
せ
ん
が
、
お

互
い
が
向
き
合
っ
て
笑
顔
を
交
わ

す
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ

り
、
英
会
話
上
達
の
第

一
歩
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
相
手
が
日

本
語
を
話
せ
る
場
面
も
ま
さ
に
同

様
で
「
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す

る
努
力
と
聞
く
姿
勢
」
が
大
切
だ

と
い
う
事
を
生
徒
達
は
無
意
識
の

う
ち
に
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
終
日
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
添

乗
し
て
く
れ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
は
同

歳
ま
で
日
本
に
住
ん
で
い
た
そ
う

で
日
本
人
は
見
慣
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
そ
の
彼
女
が
私
に
聞
き
ま

し
た
。
「
彼
ら
は
高
校
何
年
生
で

す
か
?
」
と
。
「
い
や
、
中
学
3
年

生
で
す
よ
」
と
答
え
る
と
と
て
も

驚
い
て
「
大
人
っ
ぽ
く
見
え
ま
す

ね
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
授
業
を
通

じ
て
交
流
し
た
事
が
彼
ら
を
内
面

か
ら
成
長
さ
せ
た
ん
だ
な
あ
、
と

そ
の
時
一
人
で
ほ
く
そ
笑
む
と
共

に
こ
の
事
業
の
重
要
性
も
再
確
認

|ま~

今回で13回目

12なりますか

⑪就業構造基本調査に

ご協力ください。
この調査は、我が国の就業・不就業の実態を

明らかにし、雇用対策など社会・経済政策の

基礎資料を得ることを目的として実施するも

のです。

統計的手法によって選ばれた15.歳以土の方が対象となります。

〕6
 

〔

さ
せ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し

た
。
僅
か

一
週
間
程
度
、
た
っ
た

の
一
週
間
程
度
の
交
流
も
そ
れ
に

臨
む
姿
勢
い
か
ん
に
よ
っ
て
楽
し

く
も
な
り
、
本
当
の
家
族
と
さ
よ

な
ら
す
る
か
の
よ
う
な
別
離
の
朝

を
体
験
し
た
彼
ら
は
着
実
に
一
歩

成
長
し
て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
真
夏
の
日
本
か
ら
真
冬

の
N
・
Z
へ
の
旅
は
若
干
の
不
安

さ
え
覚
え
ま
す
が
、
気
温
の
低
さ

が
逆
に
人
恋
し
さ
を
募
ら
せ
真
訟

な
態
度
で
視
か
い
交
流
が
で
き
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
今
は
思
い
ま

す。
私
達
ロ
名
は
こ
の
感
動
を
い
つ

ま
で
も
忘
れ
ず
、
交
流
に
よ
っ
て

倍
わ
れ
た
紳
を
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
還
元
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

充

〕'f
 

〔



平成9隼度成人祭
z安taaおも
国~年金@[l切畑~@守す

町
、
教
育
委
員
会
、
成
人
祭
実

行
委
員
会
が
共
催
と
な
っ
て

8
月

日
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
今
金
町

成
人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
成
人
を
迎
え
た
昭
人

と
来
賓
犯
人
が
出
席
し
、
鉢
呂
衆

議
院
議
員
、
中
野
町
議
会
機
長
、

本
間
教
育
長
よ
り
成
人
者
に
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
新
成
人
者

を
代
表
し
て
田
畑
和
郁
さ
ん
、
白

山
美
代
子
さ
ん
が
決
意
を
新
た
に

習
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
金
原
出
身
の
学

校
法
人
羽
場
学
園
中
央
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
副
校
長
伊
藤
政
弘
さ
ん
が
「
初

歳
の
皆
さ
ん
へ
贈
る
こ
と
ば
」
の

講
演
が
行
わ
れ
、
終
了
後
、
軽
食
を

取
り
な
が
ら
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

ご17;kで丘三割以J士、フλ士20Ji!紘 一tの手足笠'EJ.見事l号

是正:(j!，総長Ife L--で.必ずWl若年金どぷtλL広げればな

6ttぐなフでれます。

保険料納付額.….日.月額1吃2，8剖0∞0円 (伴平刊成削9刊4句;

E臨 醤 叩 醐 醐 置 嗣 副 崎 剖 崎 鍾量該戻
学生にとって、保険料の負担が重くなりすぎない

ように、特別な免除制度が設けられています。

同居か別居か、国公立の学生か私立かにより 、免

除となる親の所得基準額が定められています。

ただし、学生本人に所得税が課税されているとき

は、免除されません。

くわし くは、国民年金窓口までご相談下さい.

学生時代に免除を受けても、後か

ら追納 (10年前までさかのぼれます)

すれば、将来満額の老齢基礎年金が

受けられます。 退

d 

• • 

"
“
時
間
メ
ヮ
令
E

ジ
2
u
d
ザ
E

ト

事
指
令
弓
勺
d

ド

び
、
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

出
底
が
さ
れ
、
今
金
名
産
の
男
爵

芋
の
塩
煮
、

1
0
0
人
分
の
ジ
ャ

ン
ボ
お
好
み
焼
き
な
ど
が
訪
れ
た

人
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
初
日

の
夜
に
は
、
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
ま
る
い
地
球
の
片

隅
か
ら
世
界
中
の
子
供
た
ち
へ
愛

と
希
望
を
発
信
し
た
い
と
大
き
な

願
い
を
込
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

第8固在宅支援教室開催

「困った時役に立つ保健福祉サーヒ、スJ

カ
ヌ
l
遊

と 10月7日(火)

午前10時から午後4時まで

丸井今井デパート 7階特設会場

函館市本町32番15号

* 金銭、売買、土地建物、サラ金信販関係、交通

事故による損害賠償、夫婦 ・親子・親族問の問題

など、身近なもめごとについて弁護士と調停委員

が御相談に応じます。

(相談の秘密は守られます。)

* 詳しいことは、函館家庭裁判所総務課 (0138
42-2151内線353)にお問い合わせください。

無料法律、調停相談

のお知らせ
き)

ところ)

.. ~何お'X-N唱ぜ\%、Nヘ~町、凡『出作~\，..0.0:丸、、F九九~...... o.o:¥¥¥¥月九¥日¥九九九V 膚

富姿を競II宙ヨ
第ヨ4固雪量町畜産其遺書開催

町
主
催
で
7
月
お
日
、
第
斜
回

今
金
町
畜
産
共
進
会
が
開
催
し
ま

し
た
。こ

の
共
進
会
は
、
優
良
家
畜
の

培
殖
と
品
質
の
改
良
を
図
る
な

ど
、
畜
産
振
興
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
、
日
頃
か
ら
手
取
に
か
け
た

馬
、
肉
用
牛
、
乳
用
牛
、

1
0
0

頭
あ
ま
り
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
出
陳
さ
れ
た
馬
、

牛
の
体
形
の
バ
ラ
ン
ス
、
飼
育
状

況
な
ど
が
入
念
に
チ

エ
y
ク
さ

れ
、
出
陳
者
の
緊
張
す
る
な
か
各

部
門
の
審
査
講
評
が
行
わ
れ
ま
し

た。
各
部
門
の
最
高
位
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

A
馬
の
部• • 

(8) 

。
馬
の
部
ノ
ブ
ヒ
メ
ト
ッ
プ

出
陳
者
河
島
藤
雄

企
肉
用
牛
の
部

。
仔
子
の
部
第
7
い
と
ふ
く

出
陳
者
野
田
定
雄

。
未
経
産
の
部

あ
ま
や
ま
7

出
陳
者
天
井
秀
光

。
経
産
の
部

さ
っ
き

出
陳
者
野
固
定
雄

企
乳
用
牛
の
部

。
未
経
産
の
部

シ
ャ
イ
ン
メ
イ
ル
エ

l
ス

レ
イ
ダ
l

出
陳
者
安
藤
輝
雄

。
経
産
の
部

ク
イ
ー
ン
ラ
ン
ド
ピ
ュ

l
ゼ

ッ
ト

ビ
ュ

l
テ
ィ
ー

天
沼

出
陳
者

寧

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
豊
寿
園
(
吉
田
諭

園
長
)
で
は
、
町
職
員
の
藤
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
長
を
招
い
て
7
月
針
目
、
種
川

地
区
な
ど
の
お
人
が
参
加
し
第
B
回
在
宅
支

援
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
総
合
福
祉
施
設
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
に

つ
い
て
の
説
明
と

「と
し
べ
つ
」
を

案
内
し
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
参
加
さ
れ

た
方
々
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
思
わ
ぬ
病
気
等
で
自
分
が
介
護

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
ま
た
は
、
家

族
の
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

な
っ
た
と
き
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
方

法
を
学
ぶ
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

交通遺児などへの

育成資金の貸付けについて
く〉対象者 自動車事故で働き手が亡くなったり、重

度の後遺障害が残ったりして生活にお困り

のご家庭の O歳~中学校までの遺児。

く〉貸付額

一 時金 15万 2千円

・毎 月 1万 9千円(中学校卒業まで)

・入学支度金 4万 3千円

o利子 無利子

く〉返還方法 中学生卒業後 l年を経過したのち、 20
年以内高校大学などに進学された場合は、

在学期間は返還を猶予できます。

*おrJJい合わせ

自動車事故対策センター函館支所

80138-55-1731 

(9) 

が
ん
ば
る
ベ
や
実
行
委
員
会

(
大
倉
寮

一
委
員
長
)
で
は

7
月

初
、
幻
日
の
両
日
に
わ
た
り
第
3

回
M
時
間
キ
ャ
ン
プ
&
ラ
イ
ブ
を

神
丘
の
愛
指
令
ラ
ン
ド
で
開
催
し

ま
し
た
。

丸
太
作
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

近
隣
町
を
は
じ
め
、
函
館
や
青

森
、
滝
川
な
ど
か
ら
お
の
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
が
参
加
し
、
次
々
と

熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、

道
道
美
利
河
二
股
自
然

休
養
村
線
が
土
砂
崩
れ

で
通
行
止
め

8
月
刊
日
に
発
生
し
た

土
砂
崩
れ
の
た
め
、
道
道

美
利
河
二
股
自
然
休
養
村

線
が
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
ま
す
。

奥
美
利
河
温
泉
に
は
、

災
害
復
旧
工
事
の
た
め
し

ば
ら
く
の
問
、
通
行
で
き

ま
せ
ん
。



総合福祉施設としベつ

8月7日「としべつ」で夏まつりが盛大に行われ

ました。

この目、雨天のため室内で行われ、盆踊りや職員

の出し物、いろいろな屋台などもあり、入所者と家

族が楽しんでいました。

f
-
J
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この制度の特徴は、一般の退職金制度とは異なり

建設業界で働く限り、事業所を変えても、事業所に

雇用され就労した期間全部を通算して退職金を支払

うという退職金制度であり、掛金納付は共済契約を

結んでいる事業主が、加入労働者の共済手帳に就労

日数に応じて証書(掛金)を貼付、消印することに

より行われます。

この実施運営は、特殊法人建設業、清酒製造業、林

業退職金共済組合が当たっています。

。お問い合わせ

・北槍山町

み

ん

な

第

8
回
日
中
青
少
年
交
流
見
聞
記

。
指

導

者

奈

良

賢

治

(
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
勤
務
)

佐

々

木

智

道

中

1

浜

田

蒸

理

中

1

中

島

啓

太

小

6

奈

良

壮

太

小

6

小

山

知

里

小

6

こ
の
度
、
私
達
は
北
海
道
日
中

青
少
年
交
流
協
会
の
訪
中
団
の

一

員
と
し
て
今
金
町
よ
り
私
と
子
供

達
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

7
月
間
山
日
に
出
発
し
て
北
京

市
、
青
島
市
、
大
連
市
、
上
海
市

と
叩
泊
日
日
の
交
流
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
し
た
。

北
京
市
で
は
天
安
門
広
場
、
故

宮
、
万
里
の
長
城
な
ど
の
壮
大
な

景
観
に
は
子
供
達
も
大
感
激
。

次
の
交
流
地
、
青
島
市
で
は
青

団
員

団
員

団
員

団
員

団
員

の
広 城ヶ端建設

B4 -5535 

今金町役場商工観光課

B 2 -0111 • • 場

島
市
副
市
長
と
の
会
見
後
に
ホ
テ

ル
に
て
副
市
長
の
招
待
に
よ
る
晩

餐
会
が
あ
り
豪
華
な
食
事
に
皆
満

足
の
様
子
。

2
日
目
は
青
島
市
青
少
年
活
動

営
地
に
同
宿
し
て
い
た
中
国
の
子

供
達
と
砂
浜
で
の
ゲ
ム
、
海
水
浴

と
裸
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
後
夕
食

は
、
昼
に
交
流
し
合
っ
た
子
供
達
と

共
に
、
ぎ
ょ
う
ざ
作
り
に
挑
戦
。
手

慣
れ
た
中
国
の
子
供
達
の
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
指
導
を
受
け
、
お
い
し
い
ぎ

ょ
う
ざ
が
出
来
上
が
り
、
他
の
団
員

が
作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

と
ぎ
ょ
う
さ
の
夕
食
会
は
本
当
に

楽
し
く
子
供
達
は
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
、
筆
談

や
身
振
り
手
振

り
で
最
高
の
交

流
を
し
た
様
で

し
た
。

北京市万里の長城

3
日
目
の
交

流
会
で
は
、
青

島
市
で
有
名
な

歌
手
に
よ
る
歌

な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
さ
ら

に
、
今
金
町
の

青
島
市
天
檀
公
園

可~... -to>-. _"r 

生活範圏を広げましょう!

寝
室
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
孤
立
か
ら
脱
出

す
る
第

一
歩
で
あ
り
、
「
当
た
り
前
」
な
生
活

の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
た
め
に
最
も
基
本
的

な
要
素
が
移
動
で
す
。

自
分
で
歩
行
で
き
る
方
の
場
合
は
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
歩
く
こ
と
が
そ
の
能
力
を
維

持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し

「
訓
練
に
な
る
か
ら
」
と
い
っ
て
無
理
に
歩

か
せ
た
り
、
長
い
時
間
歩
か
せ
る
の
は
、
歩

行
意
欲
を
失
わ
せ
る
な
ど
逆
効
果
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
移
動
で
き
な

い
方
の
場
合
で
も
、
部
分
的
な
介
助
や
、
環

境
の
整
備
、
適
切
な
用
具
の
導
入
な
ど
に
よ

っ
て
生
活
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

1

環
境
の
整
備

・
敷
居
や
段
差
の
あ
る
場
所
に
手
す
り
を
設

置
し
ま
す
。

・
敷
居
や
段
差
を
な
く
し
ま
す
。

・
床
面
や
靴
下
な
ど
に
滑
り
に
く
い
材
質
を

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
す
。

2

適
切
な
用
具
の
選
択

-
一
本
杖
歩
く
こ
と
は
可
能
だ
が
、
安
定

性
や
耐
久
性
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

・
4
点
杖

一
本
杖
に
比
べ
て
安
定
に
優
れ

て
い
ま
す
が
重
く
な
り
ま
す
。
足
に
十
分

力
が
か
け
れ
ず
、
不
安
定
な
人
向
き
で

す。
・
歩
行
器
杖
と
比
較
す
る
と
体
重
を
よ
り

多
く
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
安
定
し

た
歩
行
を
補
助
し
ま
す
。
室
内
で
は
歩
行

代
表
と
し
て
空
手
の
演
武
を
披

露
、
中
島
君
の
紹
介
に
よ
り
佐
々

木
君
、
浜
田
さ
ん
、
奈
良
君
、
小

山
さ
ん
の
順
に

一
人
ひ
と
り
違
っ

た
形
の
演
武
を
行
い
大
変
な
盛
り

上
が
り
様
で
し
た
。
そ
の
ご
褒
美

と
言
う
訳
け
で
は
な
い
が
、
急
に

夜
、
花
火
大
会
を
催
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
花
火
た
る
や
バ
ク
チ
ク

あ
り
の
も
の
す
ご
い
音
で
、
皆
、

び
っ
く
り
す
る
や
驚
く
や
で
日
本

で
は
見
ら
れ
な
い
光
景
で
し
た
。

こ
の
様
に
中
国
で
は
、
ど
こ
に

い
っ
て
も
、
熱
烈
歓
迎
を
受
け
、

良
い
思
い
出
が
出
来
、
そ
れ
ぞ
れ

の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と

と
思
う
。
子
供
達
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
有
意
義
な
日
中
交
流
の
旅

で
し
た
。

電~ .".r 
イー ' 

一喝，. 

ベッドから離れ、

約

可，

• • 
器
の
幅
が
必
要
な
た
め
環
境
の
調
整
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
カ
l

体
重
を
よ
り
多
く
か
け

る
こ
と
が
で
き
、
腰
掛
け
た
り
、
物
を
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
内
で
の
使
用
に
は
不
向
き
で

す。
・
手
す
り

①
よ
こ
手
す
り
前
後
や
左
右
に
移
動
す
る

時
、
立
ち
上
が
る
と
き
に
使
い
ま
す
。

②
た
て
手
す
り
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
や
立

ち
上
が
る
と
こ
ろ
に
使
い
ま
す
。

③

L
型
手
す
り
ト
イ
レ
、
浴
槽
な
ど
低
い

位
置
か
ら
立
ち
上
が
る
と
き
に
使
い
ま

す
。

〕ハU1
 

〔

ま
た
、
足
が
不
自
由
な
防
歳
以
上
の
お
年

寄
り
に
は
「
歩
行
支
援
用
具
」
と
し
て
手
す

り
、
歩
行
器
な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
総
合
福
祉
施
設
と

し
べ
つ
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な
歩
行
用
具
を
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
下
さ

い
。
制
度
の
相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
!

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー8

2
1
2
7
8
0
 

ろせ畿のアイドル
佑貴ちゃん

こと

4長谷川 琴ちゃん

(平成6年10月14日生まれ)
日進長苔川惇ーさん、三千代さんの2宜

【親から】

我が家の三つめのお宝は、少々吉むず
かしい小さな怪獣です.
一日中、アンパンマンとキューティ ー

ハニ のビデオを見ています。
将来、本人はキューティーハニーにな

りたいそうですが親としては ドラゴン
ポールの孫悟空のようになってほしいで
す。

(平成6年11月7日生まれ)
商工団地運蔵一也さん、美佳子さんの長男

【親から】

保育所では、ちっちゃいアンパンチと
呼ばれています。でも最近はアンパンマ
ンよりメガレンジャ の方がお気に入り
のようです。
将来の目標 メガシルバーめざしてガン
バレ 11

~J 

砂遠藤

引

3tiff-Elf-li
l
i
-
-fJJZ今、
tilt--u
一

戸

内

vJ
Y
ゆ

と

h
v
A
b
g
こ
し

3
5
h引

一

朝

鮮

語

の

飛

び

あ

ふ

市

場

町

酌

恥

今

村

由

井

子

治
a
F

ロ

ゅ

う

げ

ま

あ

い

ふ

き

ん

の

わ

き

く

わ
十

!

タ

倒

待

つ

藍

の

布

巾

や

野

分

来

る

辻

知

子

附

円万

Fτ
う

ち

わ

や

さ

わ
す

川
J

団

扇

て

ふ

優

し

き

も

の

を

忘

れ

ゑ

し

杉

本

あ

い

司

て

え

ん

じ

え

ん

そ

〈

は
ぎ

み

ち

手

を

つ

な

ぎ

園

児

遠

足

萩

の

径

芳

賀

あ

き

え

は
な

き
そ

さ
が
み
ち
か
ぜ
た
び

t
r
花

ど

ぐ

い

競

ふ

坂

道

風

の

旅

伊

藤

翠

女

1

2
2よ

1
2

ず

ん

だ

餅

片

寄

り

と

ど

く

良

夜

か

な

阪

井

み

え

さ

ら

は

な

の

う

に

ん

ぎ

よ

う
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〔



(重点目標)

園困国困

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第250号中

学
生
が
主
役
に
な

っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

『
-

心
を
学
ん
で
も
ら
お
う

与』

|
と
、
7
月
初
日
か
ら

中
小
釦

2
日
間
町
教
委
が
主
催

引

講

と
な
っ
て
『
ボ
ラ
ン
テ

町

山一
イ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
座
』

以

↓

を
開
催
し
ま
し
た
。

可叶

り

『
と
し
べ
つ
』
を
会

G
、
場
に
、
初
日
は
介
護
教

9
1
凡
又

v
J
主

室
で
リ
ハ
ビ
リ
の
実
技

イ

が

と
心
構
え
を
学
び
、
2

テ

抗

日
目
に
は
シ
|
ツ
交

ン

み

換
、
食
事
と
入
浴
の
介

-フ

『

助、

レ
ク
リ
工

I
シ
ヨ

ボ

ン
な
ど
汗
だ
く
の
体
験

を
通
じ
て
入
所
者
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

た
も
の
で
す
。
写
真
は
豊
田
の
畑

地
で
観
察
さ
れ
た
も
の
で
、
地
下

数

m
に
あ
る
泥
炭
層
が
引
き
ち
ぎ

ら
れ
て
地
表
に
押
し
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
時
は
、
こ
れ
ま

で
見
ら
れ
な
か
っ
た
砂
燥
な
ど
の

重
い
も
の
ま
で
も
が
吹
き
上
げ
ら

れ
て
、
新
発
見
の
非
常
に
珍
し
い

現
象
と
し
て
、
専
門
の
研
究
者
が

現
在
も
地
下
を
煽
削
調
査
し
て
そ

の
原
因
を
探
っ
て
い
ま
す
。

研
究
者
に
と

っ
て
は
、
今
後
の

教
訓
と
な
る
研
究
成
果
を
残
す
ま

で
は
、
あ
の
災
害
の
後
始
末
が
終

わ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

〕司〆』1
 

〔

講
座
に
は
、
今
金
中
と
若
松
中

か
ら
7
名
づ
つ
は
名
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
各
自
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
に
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
関
税
式
の
感
想
で

は
「
領
祉
へ
の
興
味
が
ま
す
ま
す

沸
い
た
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大

変
さ
や
楽
し
さ
が
わ
か
っ
た
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
話
し
て
い
る
と
、
や
さ
し
い

吋2
1
2
2
2
2
2
8
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
t
Z
I
r
-
-
1
2
H
E
R
E
-
2
2
F
R
R
E
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
N

気
持
ち
に
な
れ
た
」
な
ど
、
う
れ

慌

た
が
、
女
に
も
出
来
な
い
こ
と
は

割
司
姐
明
訓
圃
副
司
割
問
i
羽

j

N

し
い
声
高
か
れ
ま
し
た
。

…

わ

た

し

の

生

涯

学

習

な

い

の

で

は

」

が

動

機

。

審

判

の

怒

守

一

層

仁

…

ま
た
、
婦
人
の
方
々
と
一
緒
に

…

今
月
は
、
女
性
な
が
ら
野
球
審
魅
力
に
つ
い
て
は
「
長
い
間
ソ
フ

一
恰

闇
園
周

A
ι
3
…

研
修
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
世
代

目
判
員
に
挑
戦
し
て
い
る
螺
良
道
子

ト
ボ
l
ル
を
し
て

い

た

私

に

と

っ

主

制

調

FM

匂

}
易

-e
一
司
副
四
位
向
鼠
省
官
官

h
n
d

N

間
交
流
や
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の

一
さ
ん
(
末
広
町
)
を
紹
介
し
ま
す
。
て
、
審
判
員
が
雲
の
上
の
存
在
に

芳
一
;

明

L

，:

-
a'aE

・iaF
作
品

-

a

ク
ッ
キ
ン
グ
や
宿
泊
交
流
に
よ
る

…

賢
さ
ん
は
、
今
金
町
で
生
ま
思
え
ま
し
た
。
選
手
か
ら

一
段
昇

戸
認

覇

5
1
u
a
…

学
校
を
越
え
た
仲
間
づ
く
り
に
も

お
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
絡
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
れ
て
最

-
h
臥
陣
闘
員
凶
沼

iF
出

向

-7h
固
圃
・
・
・
・
同
副
抽

a居
間
e
i
同
調
曲
晶

一
品

な
り
ま
し
た
。

…
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
中
で
も
高
で
す
。
制
服
も
格
好
い
い
で
す
函
・
・
国
想
陸
陶

向
}

二

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
最
も
お
気
に
入
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現

薗

園

器

開

ト

一
中

は
、
行
為
そ
の
も
の
は

…
り
の
競
技
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
螺
持
ち
ま
え
の

フ

ァ

イ

ト

で

難

関

富

歯

応
圃

F
E
屯

土

も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ユ
一
一

一
良
さ
ん
が
、
野
球
競
技
に
は
欠
か
を
突
破
し
、
来
春
か
ら
は
桧
山
の
薗
関

・
園

田

f

ニ

ケ
l
y
ヨ
ン
の
手
段
と

…
せ
な
い
審
判
員
と
し
て
、
新
た
な
女
性
審
判
長
l
号

と

し

て

活

躍

副

議

炉

司

・
…

し
て
、
ま
た
自
分
再
発

山
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

，

幽
・
・
・
悶
弘
慰

p
v
t陣

町

見
の
ツ
l
ル
と
し
て
の

…

「函
軟
連
今
金
審
判
部
の
人
か
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
夢
に
向
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
聞
で
は
な
い

一

作
用
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一
ら
勧
め
ら
れ
、
迷
い
も
あ
り
ま
し
か
つ
て
日
々
前
進
す
る
こ
と
が
、
で
し
ょ
う
か
。

…

N
2
2
8
2
2
2
2
2
2
2
2
8
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
t
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
9
L
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也
山

-a島
町
到
白
骨
語
扇
面
-

ー
セ
ミ
ナ
ー
、
発
掘
、
講
演
会
相
次
ぐ

i

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ

ミ
で
は
連
日
の
よ
う
に
考
古
学
上

の
相
次
ぐ
発
見
や
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の
史
跡
ピ
リ
カ
遺
跡
に

お
い
て
も
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
道
な
研
究
活
動
、
普
及
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
月
2
1
3
日
に
は
第
ロ
回
石

器
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が
美
利
河
小

学
校
を
会
場
に
必
名
の
参
加
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
石
刃
を
つ
く
る
」
で
、
講
師

の
群
馬
県
岩
宿
文
化
資
料
館
館
長

の
松
沢
亜
生
先
生
よ
り
幾
つ
か
の

石
刃
剥
隣
技
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

続
く
4
日
か
ら
ゆ
日
ま
で
は
国

学
院
大
学
考
古
学
実
習
の
た
め
の

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
の
継
続
で

大
学
生
約
印
名
が
参
加
し
、
北
海

道
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
か
ら
縄

文
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
様
子
を

解
明
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
あ

い
に
く
天
候
が
悪
く
、
調
査
日
数

は
短
か
っ
た
も
の
の
約
2
千
点
の

石
器
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
担
当
さ
れ
た
国
学

院
大
学
文
学
部
小
林
達
雄
先
生
は

縄
文
文
化
研
究
の
第

一
人
者
で

す
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
し
た
の

で、

6
日
に

「純
文
人
の
世
界
」
と

越
し
た
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
百
年
記
念
協
賛
事
業

と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
会
場
の

町
民
セ
ン
タ
ー
に
は
約
刊
名
の
聴

衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
山
菜
や
キ

ノ
コ
な
ど
の
身
近
な
話
題
を
取
り

混
ぜ
な
が
ら
、
い
か
に
縦
文
人
が

自
然
に
関
す
る
知
識
を
蓄
積
さ
せ

豊
か
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た

か
、
ま
た
実
用
品
で
は
な
い
第
2

の
道
具
を
発
達
さ
せ
、
独
自
の
世

る愚~~壱J語的
〈文化財探訪15)

害 化 だこにの道を 12
で現つの発日南も 日 l
し象た地生午西た、 9
た 」 の 震 し 後 沖 ら多 9

に は で さ 10地し く 3
こよ「特"寺震たの 年
れる液に ζ 過は北被 7
は災状目、ぎこ海害月

、へ

い

1.

地
下
水
で
満
た
さ
れ
た
地
下
の
砂

層
な
ど
が
地
表
に
で
き
た
割
れ
目

か
ら
水
と
と
も
に
吹
き
上
げ
ら
れ

• • 

界
観
を
造
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
分

か
り
ゃ
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ

の
よ
う
に
、
ピ
リ
カ
遺
跡
と

い
う
素
材
を
通
し
て
、
多
く
の
人

々
が
往
来
し
情
報
交
換
の
場
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

第12回石器づく りセミナー

-圃・圃圃・・圃・.......園周............聞........開園周開園周司
またはた味カでにた子特深泊 名学 る少少を共習 : 
しる 、 。深カ 、み 、供に 川 3 が生今 『年年 目同や夏 ー
たの今沼そ イ本ろ開達 三 、日参ま年ド団図的生文季 ・

0 生は問うギ町 z拓に共札の加ではリが、に活化の ・
息な更にユか E記大ク幌日 しの、 l合子、で的自 !
状じこ見ウら玄念人リ方程 880小ム同供昨交施然 :
況み忌入化出 ω 館気!面で月名学パで会年流設の .
なのずー っ石展 海ででとで、 7 と 3ス企連かをの中 .
ど少 るてなし特はし 7の岩目指年ツ函合ら深見で ・
をな館いどた ~IJ ~た:， fiff見守導かアし会スめ学の ・
勉 い 』 まをピ展 化 。 p修沢 b 者ら|て、ポる 、体 ・
強ほでし 興リ』石まは 。 、2 7 中円い文|こま験 :
し ι----- 化ツとた学 iω翁拶C易担q夕、 IDffi自白 z・・・・・・・一一一

主砲 ドリームパスツアー さ
ん子

い 日 と学ア楽員 りや少り行多指いでた出供
も常をん!しに参ますな、動 く導」き」来達
の生 ヲ だ。みな加しかか体で心者な t:::. ，~ てか
で 1きれこ友にる募たつつ捌も配かと。ぃ 、
すん而と達 しな集。たたの亨 だら多来ろ本は

役 1 、のてどの 」の 悪 fつ はく年い当「
立 b 体輪い、 3 と で く ζ た 「 の も ろ に 友
ての験 t た子日 の、なまが参ぞ参な楽達
て学し Fバ供 目 声指るり、加+加勉しが
も校さげ不 透 で が導子が団者 Fし強かた
ら生 」、ノが定 あしもあ体がミたが つ く

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

すまuv 

全
桧
山
商
工
会
野
球

な

大
会
(
健
民
G
)

配

7
日
間
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

酷

8
日
間
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

番

前
習
会
(
総
体
)

持

げ
日
制

桧

山
管
内
宵
少
年
育
成

は

研
修
会
(
上
ノ
国
町
)

澗

幻
日
出
ニ
ュ
|
ヱ
イ
ジ
郷
土
芸

判

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
H

ひ

時

や
ま
H

(

江
差
文
化
会
館
)
却

初
日
制
町
民
野
球
大
会
(
健
民

和

G
)

{
 

内

m
R
V

す

1
1
3
日
第
ぬ
回
全
国
社
会
教

問

育
研
究
大
会
(
釧
路
市
)

O

ωー
は
日
北
海
道
ユ
ー
ス
ネ
ツ

5

ト
引
(
町
民
セ
ン
タ
ー
外
)
日

ω日
州
国
第
同
回
ス
ポ
ツ
祭
り

一。，h

《

q
R
V

6
1
7
日

寄
贈
晶
の
紹
介

+AF 

『文
化
財
資
料
と
し
て
』

話

・
川
崎
優
治
さ
ん
(
神
丘
)
か
ら
、

渇

「
水
田
直
縮
機
」

2
、
「
わ
ら
切
り

掠

機
」
i
、
「
水
田
除
草
機
」
l
、
「株

む

間
除
草
機
」
1
、
「三
畦
用
畜
カ
カ

ど

ル
チ
ベ

l
タ
l
」

1

な

・
山
田
清
一
さ
ん
(
登
別
市
)
か

め

ら
、
「臼」

l
、
「
杵
」

2
、
ど
う

け叫

り

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

L
'U



~~~Q訪日告白~

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コu
一言ロ

1
、

と

き

9
月
お
日
(
木
)

午
前
叩
時
1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
員
2
名

《
町
民
課
》

中
小
企
業
の
定
期
巡
回

経
営
相
談

北
海
道
商
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、

厳
し
い
経
営
環
境
へ
の
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
の
経
営
者

の
苦
悩
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
定
期
巡
回
経
営

相
談
(
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
点
灯
)

を
実
施
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
診
断
士

が
、
定
期
的
に
地
域
を
巡
回
し
、

企
業
を
訪
問
し
て
経
営
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
に
係
る
費
用
は
無
料
で

す。
相
談
希
望
の
方
は
、
予
め
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

健診を受けて明るい健康づくり

9月みんなの健康

寸巳

O
巡
回
相
談

ω月
・
1
月
第
3
週
(
第
3
月

曜
日
の
週
)
に
巡
回
し
ま
す
。

※
相
談
申
込

制
北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー

地
域
振
興
部

8
o
l
-
-
2
5
1
4
9
9
1
 

M
O
1
1
2
7
1
1
9
2
7
 

F
 叩

月

1
日
1

7

B

公
証
週
間
で
す
。

不
動
産
の
売
買
や
金
銭
の
貸
し

借
り
な
ど
の
重
要
な
取
引
を
し
た

り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す
る
と
き

は
、
多
く
の
場
合
、
契
約
書
や
遺

言
蓄
を
つ
く
り
文
書
と
し
て
残
し

ま
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
作
成

し
た
文
章
で
も
、
後
目
、
当
事
者

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
そ
の

内
容
が
争
わ
れ
た
り
、
法
律
的
に

み
て
内
容
が
不
明
確
な
た
め
に
紛

争
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ

こ
で
、
こ
う
し
た
重
要
な
契

約
書
や
遺
言
書
を
作
成
す
る
場
合

に
は
、
の
ち
の
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
も
「
公
証
制
度
」
の

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ω
月
1
1
7
日
は
「
公
証
週

間
」
で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
公• • 

9・8.10 

社会福祉協議会だより
※光の皇学園、豊寿困、社会福祉協議会への多額のこ・寄付、

ご厚意ありがとうございました。

(敬称略)

《山形県》 菅 日百 夫

基督教独立学園高校 ふじかわ商庖

《大富市》 平 原 景

垣 生 恵 子 坂 本 光 子

神 事文 美 側 坂 本 建 設

《札幌市》 平日 田 1専
乙 部 レイ子 1じ 見 戸邑、

子

l側 ~t 出合 日仮 嶋 政 光

高 松 r工 中 キ干 恭 子

《小樽市》 松 尾 幸 重

ワタキューセイモア側 日石ファミリーズ

《苫小牧市》 種 )I[ 学 校
高 橋 寅 =口と 今金町農業協同組合

《函館市》 井 キナ 商 活

池 田 キ 一、、、 稲 垣 雅 夫

《大野町》 種 J I[ 婦 人 dzh x 

北 島 武 雄 八重態 年

《八雲町》 油 家 慶 明

落部婦人ボランティア会 メ一弘7 金 日 石 由時

《乙部 町》 村 i頼 正 {言

山 崎 卜 メ 水 野 キクヨ

《奥尻町》 海堂玄太後援会

中 キサ 事D 枝 備)みのや商庖顧客一 同

《北槍山町》 大 倉 行 雄

北 見 美津子 多 田 守 伸

《今金町》 末 藤 春 義

J I[ 村 ト ~ 、、 阿 音is 幸 作

大 松 春 男 今 金ツバメ石油

佐 藤 多仁吉 黒 沢 商 dzbz 、

j童 )I[ キ ヨ 鈴 木 忠

今金第 l、第 2老人クラブ 神 丘 学 校

二階堂 ヨシ子 荒 井 正 博

証
役
場
で
無
料
公
証
相
談
所
が
開

設
さ
れ
、
公
正
証
書
に
関
し
て
の

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

重
要
な
取
引
に
関
す
る
契
約
書

や
遺
言
書
な
ど
で
お
悩
み
の
方

は
、
最
寄
り
の
公
証
役
場
に
こ
相

談
下
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

函
館
地
方
法
務
局
総
務
課

8
0
1
3
8
m
A
l
7
5
l
1
 

9
月
1
日
1
初
日

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

今
、
管
内
で
は
障
害
の
あ
る
方

々
が
、
就
職
先
を
探
し
て
い
ま

項 目 対 象 者 実施日 時 間1 対草地区 実施会場 備 考

般住民関係

一般相談 全住民 8日(月) 10 : 00-11 : 45 全地区 総保合健福祉施設内 健康相談(血圧測定尿検査)
センター

一般相談 全住民 22日(月) 10 : 00-11 : 45 H 

" H 

一般相談 全住民 29日(月) 10 : 00-11 : 45 " 
H H 

一般相続 全住民 10月日目(月) 10 : 00-11 : 45 N " " 

乳幼児関係

1歳6ヶ月児健診 生後 1歳 7. 8ヶ月児 4日(木) 受12付時間 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 尿師検診査察歯身科体相計詰醐 楳フ陸ッ素相塗詰布・医40-13:00 

乳児相談 生後 3， 6， 9ヶ月児 18日(木) 受付時間 n n 身体計測健康相談
9 : 00-9 : 15 

股関節脱臼健診 生後4ヶ月児 9日(火) 実施時間 n 今金保健所 股関節X線撮影
13: 00-14: 00 

乳児眼診 生後4，7，10，12ヶ月児 18日(木) 受12付時間 n 総保合健セ福祉ン施タ設ー内 相身体談罰ー栄測養相医師談診健察康歯相科談40-13: 00 

すくすく子育てダイヤル 就学前までの幼児のいる保理者 10日(71<) 9:00-12:00 H 2 -2 780 電話による心配事相談

妊産婦関係

妊婦健診 妊婦の方 16日(火) 受付時間 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 尿相検談査医歯師科診相察談(有・健料康) 13: 00-13: 30 

お知らせ
-頭の検診 (MR1検診)

9月9日午前9時から午後 5時申し込み受付。
検診は事前申し込みが必要です。 検診日 9月25日-27日

(保健福祉課健康づくり 国保係)

亡'-邑かねで直踊鹿I1 

す。
障
害
の
あ
る
方
々
が
就
職
し
、

職
業
を
通
じ
て
社
会
の
中
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
障
害
の
あ

る
方
自
身
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
何
よ
り
も
企
業
の
方
々
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
的
に
毎
年
9

月
を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」

と
し
、
集
団
見
合
い
方
式
に
よ
る

雇
用
促
進
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記• • 健
康
診
査
で
行
わ
れ
る
眼
底
検

査
に
は
様
々
な
意
味
が
あ
り
ま

す。
眼
底
は
、
か
ら
だ
の
窓
と
い
わ

れ
、
直
接
血
管
の
様
子
を
観
察
で

き
る
唯
一
の
場
所
で
す
。
ま
た
、

脳
血
管
と
同
じ
よ
う
な
変
化
を
起

こ
す
た
め
、
脳
卒
中
や
脳
腫
療
な

ど
の
診
断
に
役
立
ち
ま
す
。
動
脈

硬
化
や
高
血
圧
に
よ
る
血
管
の
障

害
や
網
膜
剥
離
な
ど
も
わ
か
り
ま

す。
眼
底
検
査
で
は
視
力
の
測
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
検
診
で
使

う
機
械
で
は
白
内
障
の
方
の
眼
底

検
査
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す。
検
査
の
方
法
は
、
眼
底
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
ま
す
。
数
分
で
終
わ
り

苦
痛
も
あ
り
ま
せ
ん
。

。
検
診
結
果
を
生
活
に
生
か
し
ま

し
ょ
う
。

検
診
は
総
合
的
に
判
定
す
る
こ

と
で
、
よ
り
正
確
な
か
ら
だ
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
眼

底
検
査
や
ほ
か
の
検
査
結
果
で
異

常
が
見
ら
れ
た
ら
、
生
活
改
善
に

努
め
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
高
血
圧

・
動
脈
硬
化
と
い
わ
れ

た
ら

(14) 

9
月
お
日
(
木
)

つd

ハU
i
ip

1
i

q

O

4

1
 

・
と
こ
ろ

花
び
し
ホ
テ
ル

函
館
市
湯
川
1
丁
目
日
|
同

・
内

容

就
職
を
希
望
す
る
障

害
者
の
方
々
と
企
業

の
面
接
選
考
会

※
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
(
函
館
公

共
職
業
安
定
所
)
専
門
援
助
部

門
み
ど
り
窓
口

8
0
1
3

8

%

0

7

3

5

 

も

と

き

， 

眼
底
検
査
で
血
管
が
出
血
し
た

り
輝
い
て
い
る
と
き
は
、
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

検
査
結
果
を
無
視
し
て
放
置
し
て

お
く
と
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
腎
臓
病
な
ど
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

-
糖
尿
病
と
い
わ
れ
た
ら

眼
底
検
査
で
血
管
に
こ
ぶ
が
で

き
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
と
き
は

糖
尿
病
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
糖
尿

病
は
血
管
障
害
、
神
経
障
害
、
感

染
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
の
血
管
障
害
で

失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

道
南
で
は
失
明
の
原
因
第
l
位
は

糖
尿
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
糖
尿
病
の
方
は
医
師
の
指
示

に
従
い
、
定
期
的
に
眼
科
で
診
察

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
住
民
検
診
の
結
果
報

告
会
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

検
診
結
果
で
ご
質
問

・
お
問
い
合

わ
せ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
と
し
べ
つ
内
保
健
福
祉
健
康

づ
く
り
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

8
2
1
2
7
8
0
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。g。場。，g。住民の動態。g。令や休日当番医

7月末現在

前月対比

7， 293人(ム 7) 

3， 510人(ム6)

3， 783人 (ム1)

2， 649世帯( 1 ) 

口

数男
女

帯

人

世

82-0057 

84-5321 

82 -0221 

84-5011 

間 医 院(今 金)

北槍山町立国保病院 (北槍山)

今金町立国保病院(今 金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

今金町立国保病院 (今

崎 医院(瀬

岩9月7日

14日

15日

21日

82-0221 

87-3021 

金)

棚)楢

23日

28日

図おた令旨ょ うおめでとう

工藤 祐希ちゃん 7月10日(保護者裕
ひかり

田中 陽梨包ゃん 7月19日(保護者 一
似つみ

細川 菜摘ちゃん 7月29日(保護者克

加藤 結衣ちゃん 7月31日(保護者智

原田 風雅らゃん 8月4日(保護者恭
fJ fl. み

陶山菜々美ちゃん 8月 7日(保護者

11劃おくやみもうしあげます

中川菊次さん 7月25日 78歳(緑 町)

中海 米子九 8月 9日 84歳(寒 昇)

白井武雄九 8月10日 78歳(春日井)

西舘俊之さん 8月16日 42歳 (種川宮前)

須 田照 男九 8月18日 63歳 (高美 町)

8月18日受付分まで

之)大 和町

聡)八幡町

哉)日の出IIIJ

紹)曙 IIlJ

臣)東PlJ

勺末広町

会道路設立予職員

ソフトボール舎盆穴会開催

舎盆町100年記怠協賛事業

， 

※おたんじようおめでとう に記載した永井遥奈(は

るな)ちゃんのふりがなが誤りでした。訂正して

お詫びします。

携
帯
電
話
の
緊
急

1
1
9番
は

町
内
で
使
用
す
る
携
帯
電
話
の

「
緊
急

l
1
9
番
」
は
、
直
接
、
函

館
市
の
消
防
本
部
に
通
報
に
な
り

ま
す
。

緊
急
電
話
を
使
用
す
る
と
き

は
、
直
接
、
今
金
消
防
署
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。

※
今
金
消
防
署

8
0
1
3
7
8
2
1
0
5
1
9
 

北海道知的障害者愛護協会の主催で7月17日、 第

15回全道施設女子職員ソフ トボール大会が健民グラ

ウンドで開催されました。

この大会は、全道 7ブロックから予選を勝ち抜い

たチームなど11チームが参加し、知的障害者施設に

勤務する女子職員のスポーツをとおして交流などを

図るため行むれているものです。

試合では、バスで応援団を派遣するチームもあり、

好プレーなど、熱戦が繰り広げられ、決勝では道北

地方会の新生会と道東地方会のバンタムスが優勝を

争い新生会が全道をiliIlしました。
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